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平
成
二
十
八
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

消
し
ま
し
ょ
う

　

そ
の
火
そ
の
時

　
　
　
　

そ
の
場
所
で

　

第
六
九
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
六
月
一

八
日（
土
）午
後
一
時
か
ら
能
代
市
文
化
会

館
に
お
い
て
、
公
益
財
団
法
人
日
本
消
防

協
会
会
長
秋
本
敏
文
様
、
秋
田
県
副
知
事

堀
井
啓
一
様
な
ど
多
数
の
ご
来
賓
を
迎

え
、
県
内
各
地
域
か
ら
消
防
職
・
団
員
約

七
五
〇
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
秋
田
県
消
防
協
会
中
田
潤

会
長
、
開
催
地
齊
藤
滋
宣
能
代
市
長
の
挨

拶
の
後
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
秋
本
日
本

消
防
協
会
会
長
、堀
井
副
知
事
、近
藤
県
議

会
副
議
長
、
金
田
衆
議
院
議
員
が
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
、
続
い
て
消
防
庁
長
官
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
年
度
秋
田
県
消
防
功
労
者(

優
良
事
業
所)

表
彰
で
は
、
四
事
業
所
が

知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、ま
た
、第
一
二
回

消
防
団
員
意
見
発
表
会
で
は
、
各
支
部
か

ら
選
抜
さ
れ
た
団
員
歴
一
年
か
ら
三
〇
年

の
女
性
団
員
二
名
を
含
む
九
名
の
方
々

が
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
団
活
動
に
対
す
る

提
言
等
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
地
元
三
種
町
森
岳
地
区
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
古
典
芸
能
で
あ
る
「
森
岳

歌
舞
伎
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
宣
言
は
小
山
初
美
藤
里
町
消
防
団

長
が
、
次
回
開
催
支
部
挨
拶
は
海
野
達
雄

秋
田
市
支
部
長（
秋
田
市
消
防
団
長
）が
そ

れ
ぞ
れ
行
い
、大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

第69回    秋田県消防大秋田県消防大会第69回    秋田県消防大秋田県消防大会第69回  秋田県消防大会

秋
田
県
消
防
協
会

　

会
長　

中
田　
　

潤

　

本
日
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
消
防
協

会
会
長
秋
本
敏
文
様
、
並
び
に
秋
田
県
副

知
事
堀
井
啓
一
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご

来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
こ
の
よ
う
に
盛

大
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
常
日
ご
ろ
か
ら
昼
夜
を

問
わ
ず
、
消
防
活
動
に
献
身
的
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

火
災
は
も
と
よ
り
、
大
雨
や
突
風
な

ど
、
自
然
災
害
の
脅
威
も
依
然
と
し
て
続

い
て
い
る
中
で
、
県
民
の
消
防
防
災
に
対

す
る
関
心
・
期
待
は
益
々
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
私
た
ち
消
防
人
は
、
県
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
と
い
う
強
い
願
い
に
応

え
る
た
め
に
、
一
層
高
い
士
気
の
下
に
訓

練
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
連
携

を
さ
ら
に
強
め
、
よ
り
強
靱
な
組
織
を
作

っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
や
危
機
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と
、
決
意
を

新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

当
協
会
も
微
力
な
が
ら
、
法
人
の
目
的

で
あ
る
消
防
思
想
の
普
及
、
消
防
知
識
技

能
の
向
上
、
更
に
は
消
防
活
動
の
強
化
に

向
け
て
、
な
お
一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
に
は
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

主
催
者
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

★司会…能代消防署 佐藤 春佳さん
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本
日
は
、
日
本
消
防
協
会
秋
本
会
長
、

更
に
は
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
方
、
そ
し

て
全
県
各
地
域
か
ら
消
防
関
係
者
な
ど
七

〇
〇
名
を
超
え
る
皆
様
方
が
ご
出
席
さ
れ

ま
し
て
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
「
秋
田
県

消
防
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
能
代
で
開
催
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

は
、
大
変
光
栄
で
あ
り
ま
す
。
心
か
ら
関

係
各
位
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
皆
さ
ん
よ
う
こ
そ
能
代
に
お
い
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
歓
迎
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

消
防
団
の
皆
様
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
「
自
分
達
の
地
域
は

俺
た
ち
が
守
る
ん
だ
」
と
い
う
郷
土
愛
と

使
命
感
に
燃
え
て
、
昼
夜
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
安
全
安
心
を

確
保
す
る
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
国
・
県
一
緒
に
な
っ
て

皆
様
が
活
動
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め

に
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

ま
で
以
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
安
全
安

心
確
保
の
た
め
に
、
さ
ら
に
お
力
を
貸
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

能
代
市
長

 

齊
藤　

滋
宣

　

第
六
九
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
関
係
各

位
の
ご
努
力
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
に
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
先
ず
は
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
ま
た
、
秋
田
県
下
の
消
防
団

員
、
職
員
の
皆
さ
ん
が
常
日
ご
ろ
地
域
住

民
の
安
全
安
心
の
た
め
に
、
日
夜
献
身
的

な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
年
の
四
月
、
「
熊
本
地
震
」
が
発
生

い
た
し
ま
し
た
。
被
災
地
の
皆
さ
ん
は
、

余
震
が
長
期
化
し
て
今
な
お
大
変
な
ご
苦

労
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

秋
田
県
で
も
昭
和
五
八
年
に
日
本
海
中

部
地
震
の
大
き
な
津
波
に
よ
っ
て
一
〇
〇

人
も
の
方
々
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と

い
う
思
い
が
け
な
い
災
害
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
全
国
い
つ
ど
こ
で
も
何

で
も
あ
る
く
ら
い
の
覚
悟
を
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
防
団
の
役
割
は
、

益
々
重
要
に
な
り
ま
す
。
活
動
の
幅
も
広

が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

中
田
会
長
と
力
を
合
わ
せ
て
、
秋
田
県

消
防
、
日
本
消
防
の
発
展
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
終
わ
り
に
、
皆
様
方
の
益
々

の
ご
健
勝
と
、
そ
し
て
県
内
各
地
の
無
事

平
穏
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
消
防
協
会

会
長

 

秋
本　

敏
文

　

第
六
九
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
日
本
消

防
協
会
秋
本
会
長
を
迎
え
、
そ
し
て
多
く

の
消
防
関
係
者
参
加
の
下
、
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
様
に
は
日
ご
ろ
か
ら
昼
夜
を
分
か
た

ず
県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
大

変
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
は
県
内
で
、
大
変
残
念
で
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
タ
ケ
ノ
コ
採
り
等
で
四
名
の

方
々
が
熊
の
犠
牲
に
な
る
大
変
痛
ま
し
い

事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
元
の

消
防
の
方
々
に
は
大
変
難
儀
を
か
け
て
い

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
改
め
て
、
こ
う
し

た
被
害
を
無
く
す
た
め
に
、
注
意
喚
起
を

呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

し
、
県
と
し
て
も
、
事
故
防
止
対
策
の
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

来
年
の
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
は
、

初
め
て
地
方
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
県
に
と
っ
て
も
大
変
名
誉
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
是
非
と
も
皆
様
の
力

を
結
集
し
て
、
こ
れ
を
必
ず
や
成
功
に
導

く
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
日
の
大
会
が
、
稔
り
多
き

も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。

祝　

辞（
要
旨
）

祝　

辞（
要
旨
）

祝　

辞（
要
旨
）

祝　

辞（
要
旨
）

秋
田
県
副
知
事

 

堀
井　

啓
一

　

本
日
は
第
六
九
回
秋
田
県
消
防
大
会
が

関
係
の
皆
様
多
数
ご
出
席
の
下
、
こ
の
よ

う
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
、
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域
の

安
全
安
心
を
守
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
し
て
、
皆
様
の
ご
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
消
防
防
災
の
充
実
と
強
化
に
向
け

て
、懸
命
に
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
秋
田
県
消
防
協
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
、
皆
様
方
の
御
健
勝
と
ご
活
躍

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
日
ご
ろ
か
ら
、
県
民
の
安
全

安
心
を
守
る
た
め
に
、
本
当
に
ご
努
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
敬

意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
秋
本
会
長
に
は

ご
多
忙
の
中
、
秋
田
に
お
い
で
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
も
消
防
議
員
連
盟
の
幹
事
と
し
て
、

皆
様
の
少
し
で
も
役
に
立
つ
よ
う
に
一
生

懸
命
に
な
っ
て
、
う
ら
で
汗
を
か
く
つ
も

り
で
い
ま
す
。

　

秋
田
県
消
防
が
益
々
発
展
さ
れ
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
祈
り
を
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
田
県
議
会
副
議
長

 

近
藤
健
一
郎

衆
議
院
議
員

 

金
田  

勝
年

開
催
地
あ
い
さ
つ

　
　
　
　

（
要
旨
）
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　この意見発表会は、消防団員が日ごろの消防団
活動で感じた事柄や経験した事例などの発表を通
じ、消防活動のあるべき姿や消防人としての役割
を再認識し、これからの活動をより充実したもの
にすることを目的に平成17年度から実施している
ものです。
　今回も、各支部から選出された９名の団員が意
見を発表しました。
　なお、発表された意見は、「消防秋田」８月号
から順次紹介します。

第 12 回
消 防 団 員 意 見 発 表 会消 防 団 員 意 見 発 表会

第 12 回
消 防 団 員 意 見 発 表 会消 防 団 員 意 見 発 表会

第 12 回
消 防 団 員 意 見 発 表 会

　優良事業所表彰は平成９年度から実施され、受
賞事業所は今年度の４事業所を加え140事業所と
なりました。
　表彰された事業所は相当数の消防団員が在職
し、地域の消防活動に積極的に取り組んでいるな
ど、多年にわたって地域の消防団活動に貢献して
きたことが評価されたものです。
　受賞されました事業所には、今後ますますの消
防団活動へのご協力をお願いいたします。

受賞事業所の概要

■株式会社　田中建設
　　　　　鹿角市花輪字大川添26
　　　　　代表取締役　田中　教雄
　　　　　建築一式工事・土木一式工事ほか
　　　　　事業所人員20名中消防団員３名

■学校法人ノースアジア大学　秋田看護福祉大学
　　　　　大館市清水二丁目３－４
　　　　　学長　小泉　健
　　　　　医療・福祉系の４年制大学
　　　　　学生396名中消防団員32名

■あきた白神農業協同組合
　　　　　能代市富町２－３
　　　　　代表理事組合長　佐藤　謙悦
　　　　　総合農協（信用、購買、販売、共済）
　　　　　事業所人員244名中消防団員15名

■石井工業　株式会社
　　　　　山本郡三種町豊岡金田字堀切37－６
　　　　　代表取締役　石井　咲子
　　　　　【土木・建築・舗装・水道】事業
　　　　　事業所人員38名中消防団員９名

平成平成28年度年度
消防功労者（優良事業所）知事表彰消防功労者（優良事業所）知事表彰

平成平成28年度年度
消防功労者（優良事業所）知事表彰消防功労者（優良事業所）知事表彰

平成28年度
消防功労者（優良事業所）知事表彰

発表者とテーマ

小　林　雅　丈　　八峰町消防団　班長
　　「地域に愛される消防団員として」

伊　藤　由香里　　潟上市消防団　部長
　　「私たちが出来ること」

木　村　綾　子　　秋田市消防団　団員
　　「私にできること」

佐々木　千　秋　　由利本荘市消防団　分団長
　　「あれから消防３０年」

近　美　光　夫　　美郷町消防団　副分団長
　　「消防団員の結束力」

飯　野　正　和　　横手市平鹿消防団　分団長
　　「消防のことあれこれ‥‥」

佐々木　　　勝　　湯沢市消防団　部長
　　「二回の遭難事故を体験して」

木　村　剛　之　　鹿角市消防団　班長
　　「地域の理解こそが効果的な防火活動」

平　泉　裕　隆　　大館市消防団　団員
　　「団員獲得大作戦」

（発表順）
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く
ま
で
の
間
、過
去
幾
星
霜
に
わ
た
り
消
防

の
栄
誉
あ
る
象
徴
で
あ
っ
た
纏
を
称
え
、

そ
れ
を
鎮
火
守
護
神
と
し
て
祀
る
全
国
的

に
も
非
常
に
希
少
な
神
社
で
あ
り
ま
す
。

（
情
報
提
供
＝
能
代
市
山
本
郡
支
部
）

能
代
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
県
内
消
防

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
消
防
人
と
し
て

の
活
動
や
役
割
を
再
確
認
で
き
た
こ
と
は

大
変
有
意
義
で
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、災
害
の
態
様
も
複
雑
多
様
化
、大

規
模
化
す
る
な
か
で
「
消
防
団
を
中
核
と

し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る

法
律
」が
施
行
さ
れ
、
消
防
団
が「
将
来
に

わ
た
り
地
域
防
災
力
の
中
核
と
し
て
欠
く

こ
と
の
出
来
な
い
代
替
性
の
な
い
存
在
」

で
あ
る
と
謳
わ
れ
た
こ
と
は
、
消
防
団
員

に
と
っ
て
大
き
な
感
動
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
消
防
団
の

活
動
は
ま
す
ま
す
重
要
度
を
増
し
て
お
り

ま
す
。

　

私
た
ち
消
防
団
員
は
、
こ
こ
に
決
意
を

新
た
に
し
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
郷
土
愛
護
の
使
命
感
と
崇
高
な
消
防

精
神
の
も
と
、
地
域
防
災
力
の
要
と
し

て
、
消
防
活
動
の
安
全
確
保
と
防
災
体
制

の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
知
識
・

技
術
の
向
上
に
努
め
、
地
域
の
安
心
・
安

全
の
確
保
に
一
致
団
結
し
て
邁
進
す
る
こ

と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

平
成
二
八
年
六
月
一
八
日

秋
本
会
長
が
「
纏
神
社
」
を
参
拝

 　

秋
田
県
消
防
大
会
開
会
の
前
に
、
能
代

市
内
に
あ
る
纏
神
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
纏
神
社
は
、
昭
和
一
四
年
に
建
立

さ
れ
た
神
社
で
、
消
防
が
団
旗
を
い
た
だ

能
代
市
山
本
郡
支
部　

 

藤
里
町
消
防
団　
　
　

団　

長　
　
　
　
　

小
山　

初
美 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン  

　
森
岳
歌
舞
伎
「
白
浪
五
人
男
」

「
森
岳
歌
舞
伎
保
存
会
」

　

森
岳
歌
舞
伎
は
、
そ
の
昔
、
あ
る
修
験

者
が
こ
の
地
に
来
て
病
に
倒
れ
た
際
に
、

土
地
の
村
人
が
手
厚
く
看
護
し
病
気
が
治

っ
た
お
礼
に
と
、
村
人
に
歌
舞
伎
を
教
え

た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
時
代
に
は
、
各
地
へ
お
も
む
き
、

森
岳
芝
居
と
称
さ
れ
、
田
舎
芝
居
と
し
て

自
他
共
に
容
認
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

特
徴
と
し
て
は
、
江
戸
の
も
の
で
も
浪

花
の
も
の
で
も
な
く
、
一
種
独
特
の
型
を

も
つ
珍
し
い
存
在
で
あ
り
「
人
間
浄
瑠

璃
」
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
お
り
、
規
模
の
大
き
さ
、
活
達

流
伸
な
動
作
の
変
化
の
妙
味
は
、
誠
に
貴

重
な
も
の
で
あ
る
と
専
門
家
か
ら
も
太
鼓

判
を
押
さ
れ
、
現
在
ま
で
伝
統
を
受
け
継

い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

第
六
九
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
、
こ
こ

大　

会　

宣　

言
（
全
文
）

中央：秋本日消会長
右：中田会長
左：泉消防長
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の
東
北
指
導
会
、
全
国
大
会
へ
と
繋
げ
て

の
東
北
指
導
会
、
全
国
大
会
へ
と
繋
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い

い
っ
て
ほ
し
い
。」
と
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

挨
拶
し
ま
し
た
。

■
東
北
指
導
会

■
東
北
指
導
会

　

〔
陸
上
〕
平
成
二
八
年
七
月
一
四
日

　

〔
陸
上
〕
平
成
二
八
年
七
月
一
四
日

        
        

宮
城
県
利
府
町

宮
城
県
利
府
町

　

〔
陸
上
〕
平
成
二
八
年
七
月
二
九
日

　

〔
陸
上
〕
平
成
二
八
年
七
月
二
九
日

        
        

青
森
県
八
戸
市

青
森
県
八
戸
市

■
全
国
大
会
〔
陸
上
・
水
上
〕

■
全
国
大
会
〔
陸
上
・
水
上
〕

        
        

平
成
二
八
年
八
月
二
四
日

平
成
二
八
年
八
月
二
四
日

        
        

愛
媛
県
松
山
市

愛
媛
県
松
山
市

全国大会・東北指導会出場隊
〔全国大会〕　◇陸上の部

　◇水上の部

〔東北指導会〕　◇陸上の部

種　　目　　名
ロープブリッジ渡過
は し ご 登 は ん
ほ ふ く 救 出
ロープ応用登はん

氏名・チーム名
佐 藤 光 世
滝 沢 清 栄
小松田知至チーム
愛甲祥之チーム

消防本部名
北秋田市消防本部
大曲仙北広域消防本部
大曲仙北広域消防本部
大曲仙北広域消防本部

隊員（チーム名）
大 澤 雄 介
栗 山 和 正
内 山 亘 弘
真 坂 晃 輔
菅 原 幸 大
湯 瀬 啓 祐
佐々木佑チーム

安藤健一チーム
佐々木佑チーム

消防本部名
秋田市消防本部
秋田市消防本部
大館市消防本部
由利本荘市消防本部
大館市消防本部
鹿角広域消防本部
にかほ市消防本部

男鹿地区消防本部
にかほ市消防本部

種　　目　　名

複 合 検 索

基 本 泳 法

人 命 救 助
溺 者 救 助
水 中 結 索

チ ー ム 名
佐々木貴洋チーム
渡部純也チーム
菅生俊介チーム
沓沢雅貴チーム
木元義宗チーム
兎澤俊幸チーム
鈴 木 チ ー ム
石 沢 チ ー ム

消防本部名
秋田市消防本部
男鹿地区消防本部
湖東地区消防本部
横手市消防本部
男鹿地区消防本部
鹿角広域消防本部
秋田市消防本部
横手市消防本部

種　　目　　名

引 揚 救 助

ロープブリッジ救出

障 害 突 破

秋
田
県
消
防
長
会

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

　

第
四
五
回
消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

(

秋
田
県
消
防
長
会
主
催)

が
六
月
一
六
日

及
び
七
月
五
日
の
両
日
開
催
さ
れ
、
出
場

隊
員
は
日
頃
鍛
え
た
救
助
技
術
を
競
い
ま

し
た
。

　

六
月
一
六
日
秋
田
県
立
総
合
プ
ー
ル

(

秋
田
市
向
浜)

で
開
催
さ
れ
た
「
水
上
の

部
」
に
は
九
消
防
本
部
か
ら
延
べ
四
三
人

が
、
ま
た
七
月
五
日
秋
田
県
消
防
学
校
で

の
「
陸
上
の
部
」
に
は
、
一
三
消
防
本
部

か
ら
延
べ
二
八
〇
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
「
陸
上
の
部
」
開
会
式
で
、
佐
藤
好
幸
秋

田
県
消
防
長
会
長
は
、「
こ
れ
ま
で
の
訓

練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
こ
の
後

の
東
北
指
導
会
、
全
国
大
会
へ
と
繋
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

■
東
北
指
導
会

　

〔
水
上
〕
平
成
二
八
年
七
月
一
四
日

        

宮
城
県
利
府
町

　

〔
陸
上
〕
平
成
二
八
年
七
月
二
九
日

        

青
森
県
八
戸
市

■
全
国
大
会
〔
陸
上
・
水
上
〕

        

平
成
二
八
年
八
月
二
四
日

        

愛
媛
県
松
山
市

佐々木寿チーム秋田市消防本部
溺 者 搬 送
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大
会
参
加
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第
二
〇
二
〇
回 

全
国
女
性
団
員
活
性
化
ち
ば
大
会

全
国
女
性
団
員
活
性
化
ち
ば
大
会

＝ 

来
年
度
は
佐
賀
県
で
開
催

来
年
度
は
佐
賀
県
で
開
催 

＝

第
二
二
回 

全
国
女
性
団
員
活
性
化
北
海
道
大
会

＝ 

来
年
は
広
島
県
で
開
催 

＝

　
「
今
こ
そ
女
性
の
チ
カ
ラ
！
広
が
れ 

女

性
消
防
団 

北
の
大
地
か
ら
‼
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
第
二
二
回
全
国
女
性
消
防
団
員

活
性
化
北
海
道
大
会
が
、六
月
三
日（
金
）、

四
日（
土
）の
二
日
間
、札
幌
市「
さ
っ
ぽ
ろ

芸
術
文
化
の
館
（
ニ
ト
リ
文
化
ホ
ー
ル
）」

を
メ
イ
ン
会
場
に
全
国
か
ら
三
、〇
〇
〇

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
県

か
ら
も
四
八
名（
女
性
団
員
三
六
名
）が
参

加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
開
会
式
に
引
き
続
き
、
活
動

事
例
発
表
と
「
伝
え
る
の
は
、
命
」
と
題

し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
昼
食
時
に
は

道
内
在
住
の
著
名
人
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
に
入
り
、
二
消
防
団
に
よ
る
火
災

予
防
啓
発
劇
や
四
消
防
団
か
ら
「
仮
装
で

ア
ク
シ
ョ
ン
Ｐ
Ｒ
」
が
初
め
て
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
出
身
の
元
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
の
岡
崎

朋
美
氏
に
よ
る
特
別
講
演
「
〜
ど
こ
ま
で

も（
挑
戦
）〜
」
で
は
、
氏
の
五
度
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
経
験
を
交
え
た
大
変
貴
重

な
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
大
会
宣
言
が
行
わ
れ
、
次

期
開
催
地
の
広
島
県
に
大
会
旗
が
引
き
継

が
れ
、
本
大
会
も
無
事
終
了
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　

北
秋
田
市
消
防
団　

佐
藤　

久
美
子

　

今
ま
で
の
秋
の
開
催
と
違
い
、
今
年
は

春
の
忙
し
い
時
と
重
な
り
、
行
け
る
か
不

安
で
し
た
が
、
五
名
で
い
ざ
北
海
道
へ
と

出
発
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
県
内
の
団
員
の
方
々

と
の
再
会
、
交
流
も
楽
し
み
の
一
つ
で

す
。
色
々
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
発
表
の
よ
う
な
活
動
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
で
す
。
私
は
、
来
春
退
団

に
な
り
ま
す
が
、
残
る
団
員
に
は
一
歩
進

ん
だ
活
動
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

能
代
市
消
防
団　

小
林　

桃
子

　

福
島
県
南
相
馬
市
消
防
団
と
福
島
市
消

防
団
合
同
の
発
表
が
胸
に
さ
さ
り
ま
し

た
！
五
年
前
の
あ
の
日
。
少
し
ず
つ
忘
れ

去
ら
れ
て
き
て
い
る
今
、
地
震
・
津
波
が

突
然
や
っ
て
き
た
ら
・
・
・
自
分
は
何
が

出
来
る
だ
ろ
う
か
？
永
遠
の
課
題
で
す
。

　
　
　

潟
上
市
消
防
団　

伊
藤　

由
香
里

　

私
に
と
っ
て
、
二
回
目
の
参
加
と
な
る

大
会
で
す
が
、毎
回
、ほ
か
の
消
防
団
の
熱

の
入
り
方
が
も
の
凄
く
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
消
防
団
も
、
い
ず
れ
は
全
国

大
会
で
日
ご
ろ
の
活
動
を
発
表
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
い
い
な
と
真
に
思
い
ま
し

た
。

　

団
員
の
絆
も
強
ま
り
、
参
加
し
て
と
て

も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

秋田県からの参加者：会場前

　
　
　
　

秋
田
市
消
防
団　

小
沼　

未
佳

　

二
〇
〇
八
年
に
行
わ
れ
た
第
一
四
回
北

海
道
大
会
に
も
参
加
し
て
お
り
、
二
度
目

と
な
り
ま
す
。

　

前
の
大
会
で
は
参
加
者
が
二
，
五
〇
〇

人
で
し
た
が
、
今
回
は
三
，
〇
〇
〇
人
を

超
え
て
お
り
、
八
年
余
り
で
女
性
消
防
団

員
の
増
加
と
輪
の
広
が
り
を
実
感
出
来
た

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
全
国
女
性
消
防
操
法
大

会
が
初
め
て
地
方
で
開
催
さ
れ
、
秋
田
県

に
決
定
し
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
な
お

一
層
消
防
団
活
動
に
励
ん
で
い
き
た
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

 

由
利
本
荘
市
消
防
団　

佐
々
木 

教
子

　

活
性
化
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
、

と
て
も
刺
激
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

特
に
仮
装
で
ア
ク
シ
ョ
ン
Ｐ
Ｒ
は
、

今
、
私
た
ち
が

活
動
し
て
い
る

「
幼
児
へ
の
防

災
教
室
」
の
ヒ

ン
ト
が
沢
山
あ

っ
て
、
短
時
間

で
楽
し
く
覚
え

て
も
ら
う
参
考

に
な
り
ま
し

た
。

　
　
　

に
か
ほ
市
消
防
団　

須
田　

典
子

　

北
海
道
は
六
月
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
寒

か
っ
た
け
ど
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
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高橋知事挨拶

仮装でアクションＰＲ①
仮装でアクションＰＲ②

情報交流会の会場

ビデオメッセージ

次期開催地挨拶

の
防
火
や
防
災
へ
の
思
い
は
と
っ
て
も
熱

く
、特
に「
仮
装
で
ア
ク
シ
ョ
ン
Ｐ
Ｒ
」は
、

三
分
間
の
中
に
、
自
分
た
ち
の
熱
意
と
パ

ワ
ー
を
ギ
ュ
ッ
と
詰
め
込
ん
だ
素
晴
ら
し

い
内
容
で
し
た
。「
私
た
ち
に
も
出
来
る
か

も
」な
ん
て
思
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

　

熱
い
思
い
を
、
広
げ
て
、
つ
な
げ
て
、

力
に
し
て
い
き
た
い
と
改
め
て
深
く
感
じ

ま
し
た
。

　
　
　
　

大
仙
市
消
防
団　

一
色　

順
子

　

大
会
に
参
加
す
る
た
び
に
女
性
消
防
団

員
の
活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
の
を
実

感
し
ま
す
。今
年
は
高
さ
六
メ
ー
ト
ル
の

「
は
し
ご
乗
り
」を
し
て
い
る
方
と
お
話
が

で
き
、「
地
域
と
伝
統
を
守
る
。」と
話
さ
れ

た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
事
例
展
示
で
は
、
「
軽
可
搬
ポ
ン

プ
操
法
」
の
全
国
大
会
入
賞
の
賞
状
を
展

示
し
て
い
る
団
も
多
く
、
消
防
の
基
本
を

軸
に
活
動
計
画
を
立
て
て
い
る
の
を
確
認

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
　
　
　

仙
北
市
消
防
団　

阿
部　

千
晶

　

初
め
て
の
参
加
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
し
た
が
、
い
ろ
ん
な
地
域
の

方
々
と
お
話
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
地
域
に
あ
っ
た
女
性
な
ら
で
は
の
活

動
を
、
自
分
た
ち
で
考
え
て
行
動
し
て
お

り
、
参
考
に
な
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
に
是
非
役
立
て
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　

横
手
市
平
鹿
消
防
団　

一
同

　

我
が
消
防
団
か
ら
は
七
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
会
場
は
各
地
か
ら
集
結
し
た
女
性

消
防
団
員
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
活
気
溢
れ

る
中
で
の
大
会
で
し
た
。
全
国
の
活
動
事

例
を
は
じ
め
、
展
示
、
火
災
予
防
啓
発
劇

の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
福
島

市
と
南
相
馬
市
の
女
性
消
防
団
員
が
協
力

し
て
復
興
に
取
り
組
む
活
動
事
例
、
熊
本

地
震
で
の
消
防
団
活
動
の
体
験
発
表
な

ど
、
改
め
て
地
域
防
災
力
の
重
要
性
を
認

識
し
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

湯
沢
市
消
防
団　

井
上　

清
子

　

全
国
各
地
の
活
動
事
例
や
、
啓
蒙
活
動

の
様
子
が
多
数
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
地

域
性
を
考
慮
し
た
発
想
と
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
内
容
で
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
に
参
加
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
、
関
係
各
位
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊　

紙
面
の
関
係
で
、
一
消
防
団
一
名
の
感
想
文
を

掲
載
し
ま
し
た
。
な
お
、
一
一
月
に
開
催
す
る
、

女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
お
い
て
参
加

者
全
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
布
し
ま
す
。

◆
次
回
大
会
の
お
知
ら
せ

　

第
二
三
回
全
国
女
性
消
防
団
員

　
　
　
　
　
　
　
　

活
性
化
広
島
大
会

　
　

・
平
成
二
九
年
一
一
月
一
六
日(

木)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
一
七
日(

金)

　
　

・
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　

(

広
島
県
立
総
合
体
育
館)
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平
成
二
八
年
五
月
五
日(

木)

こ
ど
も
の

日
に
、
幼
年
期
か
ら
の
防
火
思
想
の
普
及

と
消
防
活
動
を
身
近
に
感
じ
る
機
会
を
設

け
、
将
来
に
わ
た
り
消
防
へ
の
理
解
と
協

力
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、
秋
田
市
消
防

本
部
が
開
催
し
た
「
消
防
と
こ
ど
も
の
集

い
」
に
秋
田
市
消
防
団
の
団
員
七
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
「
消
防
団
入
団
促
進

案
内
所
」
を
設
置
し
、
会
場
を
訪
れ
た
家

族
連
れ
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
等
を
対

象
と
し
て
勧
誘
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
三
，
〇
〇
〇
人
の
来
場
が
あ

＝
秋
田
市
消
防
団
＝

「
消
防
団
入
団
促
進
活
動
の

              　

実
施
に
つ
い
て
」

り
、
女
性
消
防

団
員
が
入
団
案

内
や
チ
ラ
シ
を

配
布
し
な
が

ら
、
消
防
団
の

概
要
と
必
要
性

な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

秋
田
県
の
人

口
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
当
市

に
お
い
て
も
同

様
の
傾
向
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
消
防
団

員
数
も
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
若
年
層
の

減
少
や
就
業
構
造
の
変
化
等
か
ら
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

消
防
団
員
数
の
確
保
は
、
地
域
防
災
力

の
中
核
と
し
て
活
躍
を
期
待
さ
れ
て
い
る

消
防
団
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
勧
誘
活
動
は
地
道
な
も
の

で
す
が
、
活
動
を
と
お
し
消
防
行
事
は
も

と
よ
り
、

あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉

え
、
継
続

し
た
入
団

促
進
活
動

の
必
要
性

を
感
じ
ま

し
た
。

〔
情
報
提
供
＝
秋
田
市
支
部
〕

＝ 

速

報

速

報

値 

＝

火
災
の
発
生
状
況

火
災
の
発
生
状
況

火
災
の
発
生
状
況

火
災
の
発
生
状
況

＝ 

速

報

速

報

値 

＝

（
秋
田
県
総
合
防
災
課
調
べ
）

火
災
の
発
生
状
況

＝ 

速

報

値 

＝

建　　物
林　　野
車　　輌
そ の 他
合　　計
死 者 数
負傷者数

- 1
- 4
0

-15
-20
-15
-22

- 9
- 3
0

-13
-25
- 1
- 1

211
34
45
83
373
40
86

109
26
20
53
208
28
52

21
5
3
18
47
2
6

108
22
20
38
188
13
30

12
2
3
5
22
1
5

平成28年 平成27年 同期比較
６月 累計 累計６月 年計 ６月 累計

協
会
事
務
局
お
休
み
の
お
知
ら
せ

　

今
年
の
お
盆
休
み
は
八
月
一
三
日

（
土
）か
ら
一
五
日（
月
）ま
で
と
し
、

協
会
事
務
局
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。


